
JP 2011-60753 A 2011.3.24

10

(57)【要約】
【課題】水分および酸素による劣化を防止し、外部の衝
撃や圧力から保護される有機発光表示装置および有機発
光表示装置の封止用の充填材組成物を提供する。
【解決手段】基板と、前記基板上に形成される第１電極
と、前記第１電極上に位置する有機発光層と、前記有機
発光層上に位置する第２電極と、前記第２電極上に位置
する封止基板と、前記第２電極と前記封止基板との間の
空間に充填される、架橋されたオルガノポリシロキサン
を含む内部充填物と、を含む有機発光表示装置および有
機発光表示装置の封止用の充填材組成物である。
【選択図】図１



(2) JP 2011-60753 A 2011.3.24

10

20

30

40

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に形成される第１電極と、
　前記第１電極上に位置する有機発光層と、
　前記有機発光層上に位置する第２電極と、
　前記第２電極上に位置する封止基板と、
　前記第２電極と前記封止基板との間の空間に充填される、架橋されたオルガノポリシロ
キサンを含む内部充填物と、
を含む、有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記架橋されたオルガノポリシロキサンは、アルケニル基含有オルガノポリシロキサン
と水素原子含有オルガノポリシロキサンとの付加反応によって生成される、請求項１に記
載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記付加反応において混合される前記アルケニル基含有オルガノポリシロキサンと前記
水素原子含有オルガノポリシロキサンとの混合比は、１：９～９：１（質量比）である、
請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記付加反応は、８０～１５０℃の温度で行われる、請求項２または３に記載の有機発
光表示装置。
【請求項５】
　前記付加反応は、金属触媒を用いて行われる、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記アルケニル基含有オルガノポリシロキサンは、下記化学式１で表される化合物であ
る、請求項２～５のいずれか１項に記載の有機発光表示装置：
【化１】

　前記化学式１中、
　Ｒ１～Ｒ１２は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状
のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、炭素数６～１８の
アリール基、炭素数５～１７のヘテロアリール基、または炭素数２～６の直鎖状もしくは
分枝状のアルケニル基であり、
　この際、Ｒ１～Ｒ１２のうち少なくとも１つは炭素数２～６の直鎖状もしくは分枝状の
アルケニル基であり、
　ｎ、ｍ、およびｏは、それぞれ独立して、０～２０の整数であり、かつ、ｎ、ｍ、およ
びｏは同時に０ではない。
【請求項７】
　前記水素原子含有オルガノポリシロキサンは、下記化学式２で表される、請求項２～６
のいずれか１項に記載の有機発光表示装置：
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【化２】

　前記化学式２中、
　Ｒ１３～Ｒ２２は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝
状のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、炭素数６～１８
のアリール基、または炭素数５～１７のヘテロアリール基であり、
　ｐ、ｑ、およびｒは、それぞれ独立して０～２０の整数であり、かつ、ｐ、ｑ、および
ｒは同時に０ではない。
【請求項８】
　前記有機発光表示装置は、前記基板および前記封止基板を合着させる封止部材をさらに
含み、
　前記封止部材は、フリットを含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の有機発光表示
装置。
【請求項９】
　前記フリットは、Ｋ２Ｏ、Ｆｅ２Ｏ３、Ｓｂ２Ｏ３、ＺｎＯ、Ｐ２Ｏ５、Ｖ２Ｏ５、Ｔ
ｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＷＯ３、ＳｎＯ、ＰｂＯ、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＢａＯ、Ｌｉ２Ｏ、Ｎ
ａ２Ｏ、Ｂ２Ｏ３、ＴｅＯ２、ＳｉＯ２、Ｒｕ２Ｏ、Ｒｂ２Ｏ、Ｒｈ２Ｏ、ＣｕＯ、およ
びＢｉ２Ｏ３からなる群より選択される少なくとも１種である、請求項８に記載の有機発
光表示装置。
【請求項１０】
　前記内部充填物および前記封止部材は、１００～３００μｍで離隔される、請求項８ま
たは９に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記封止部材は、レーザまたはＵＶ照射によって硬化される、請求項８～１０のいずれ
か１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　アルケニル基含有オルガノポリシロキサンおよび水素原子含有オルガノポリシロキサン
を含むことを特徴とする、有機発光表示装置の封止用充填材組成物。
【請求項１３】
　前記アルケニル基含有オルガノポリシロキサンと前記水素原子含有オルガノポリシロキ
サンとの混合比は、１：９～９：１（質量比）である、請求項１２に記載の有機発光表示
装置の封止用充填材組成物。
【請求項１４】
　前記アルケニル基含有オルガノポリシロキサンは、下記化学式１で表される、請求項１
２または１３に記載の有機発光表示装置の封止用充填材組成物：
【化３】

　前記化学式１中、



(4) JP 2011-60753 A 2011.3.24

10

20

30

40

50

　Ｒ１～Ｒ１２は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状
のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、炭素数６～１８の
アリール基、炭素数５～１７のヘテロアリール基、または炭素数２～６の直鎖状もしくは
分枝状のアルケニル基であり、
　この際、Ｒ１～Ｒ１２のうち少なくとも１つは炭素数２～６の直鎖状もしくは分枝状の
アルケニル基であり、
　ｎ、ｍ、およびｏは、それぞれ独立して、０～２０の整数であり、かつ、ｎ、ｍ、およ
びｏは同時に０ではない。
【請求項１５】
　前記水素原子含有オルガノポリシロキサンは、下記化学式２で表される、請求項１２～
１４のいずれか１項に記載の有機発光表示装置の封止用充填材組成物：
【化４】

　前記化学式２中、
　Ｒ１３～Ｒ２２は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝
状のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、炭素数６～１８
のアリール基、または炭素数５～１７のヘテロアリール基であり、
　ｐ、ｑ、およびｒは、それぞれ独立して０～２０の整数であり、かつ、ｐ、ｑ、および
ｒは同時に０ではない。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置およびその封止用充填材組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は、有機化合物を電気的に励起させて発光する自発光型ディスプレイ
であり、低い電圧で駆動が可能で、視認性が優れており、応答速度が速く、薄膜化および
軽量化が可能であるので、次世代ディスプレイとして注目されている。
【０００３】
　しかし、有機発光素子に含まれる有機化合物は、水分および酸素に露出されると劣化す
る。このことから、有機発光素子の水分および酸素による劣化を防止するために、有機発
光素子内に封止手段を備える。このような封止手段は、封止基板に備えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１２９５１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のような封止基板は、外部の衝撃や圧力によって簡単に損傷される
という問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、水分および酸素による劣化を防止し、外部の衝撃や圧力から保護さ
れうる有機発光表示装置を提供することを目的とする。
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【０００７】
　また、本発明は、有機発光表示装置の封止のための充填材組成物を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を達成するために、本発明は、基板と、前記基板上に形成される第１電極と、
前記第１電極上に位置する有機発光層と、前記有機発光層上に位置する第２電極と、前記
第２電極上に位置する封止基板と、前記第２電極と前記封止基板との間の空間に充填され
る、架橋されたオルガノポリシロキサンを含む内部充填物を含む有機発光表示装置を提供
する。
【０００９】
　また、本発明は、アルケニル基含有オルガノポリシロキサンおよび水素原子含有オルガ
ノポリシロキサンを含む有機発光表示装置の封止用充填材組成物を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、外部の衝撃や圧力から保護される有機発光表示装置が提供されうる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の有機発光表示装置の一実施形態を示す断面概略図である。
【図２】実施例および比較例で製造した有機発光表示装置の強度を測定した結果を示すグ
ラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付した図面を参照しながら、本発明の実施形態について、当業者が容易に実施
できるように詳しく説明する。しかし、本発明は多様な形態に具現され、ここで説明する
実施形態に限られない。図面においては、本発明を明確に説明するために、説明に不要な
部分は省略した。
【００１３】
　図面では、多数の層および領域を明確に表現するために、厚さを拡大して表示した。明
細書全体にわたって類似する部分については、同一な図面符号を付けた。層、膜、領域、
板などの部分がある部分の「上」にあるとする時、これは他の部分の「直上」にある場合
だけでなく、その中間に他の部分がある場合も含む。一方、ある部分が他の部分の「直上
」にあるとする時、これはその中間に他の部分がないことを意味する。
【００１４】
　図１は本発明の第１実施形態による有機発光表示装置を示す断面概略図である。
【００１５】
　図１を参照すれば、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置は、基板１００、基
板１００上に形成されて、有機発光素子を少なくとも１つ含む有機発光素子アレイ１１０
、封止基板１２０、基板１００および封止基板１２０を合着させる封止部材１３０、なら
びに基板１００および封止基板１２０の間に充填されている内部充填物１４０を含む。
【００１６】
　基板１００は、ガラスまたはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム、ポリカ
ーボネート（ＰＣ）フィルム、ポリアクリレートフィルム、ポリイミド（ＰＩ）フィルム
などの透明なプラスチック材料から形成されることが好ましい。
【００１７】
　有機発光素子アレイ１１０は、第１電極、発光層、および第２電極を含んで形成される
少なくとも１つの有機発光素子に備えられる。第１電極の下部には複数の薄膜トランジス
タが形成され、第１電極は、薄膜トランジスタのドレイン電極と電気的に連結される。第
１電極および第２電極のうちの１つはアノード電極であり、他の１つはカソード電極であ
る。このような有機発光素子は、アノード電極およびカソード電極に所定の電圧が印加さ
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れると、アノード電極から注入された正孔（Ｈｏｌｅ）が発光層を構成する正孔輸送層を
経由して発光層に移動し、カソード電極から注入された電子は電子輸送層を経由して発光
層に注入される。この時、発光層で電子および正孔が再結合して励起子を生成し、この励
起子が励起状態から基底状態に変化することによって発光層の有機物質が発光されて、画
像を表示する。有機発光素子の発光層を構成している有機物質により発光する光の色が異
なるため、赤色、緑色、および青色を発光する有機物質を使用して多様な階調の光を表現
することができる。
【００１８】
　封止基板１２０は、ガラス、アルミニウム、ステンレス、インバーなどの金属、ポリエ
チレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム、ポリカーボネート（ＰＣ）フィルム、ポリア
クリレートフィルム、ポリイミド（ＰＩ）フィルムなどのプラスチック、またはシリコン
酸化物などから構成されることが好ましい。
【００１９】
　封止部材１３０は、基板１００および封止基板１２０を合着させるもので、接着性を有
する多様な材料を使用することができ、例えばフリットが挙げられる。前記フリットの例
としては、例えば、Ｋ２Ｏ、Ｆｅ２Ｏ３、Ｓｂ２Ｏ３、ＺｎＯ、Ｐ２Ｏ５、Ｖ２Ｏ５、Ｔ
ｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＷＯ３、ＳｎＯ、ＰｂＯ、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＢａＯ、Ｌｉ２Ｏ、Ｎ
ａ２Ｏ、Ｂ２Ｏ３、ＴｅＯ２、ＳｉＯ２、Ｒｕ２Ｏ、Ｒｂ２Ｏ、Ｒｈ２Ｏ、ＣｕＯ、およ
びＢｉ２Ｏ３からなる群より選択される少なくとも１種が挙げられる。
【００２０】
　有機発光表示装置に使用される内部充填物１４０は、ガスを排出することができる物質
で、反応副生成物および下部の基板層との反応性が低い材料が好ましい。
【００２１】
　また、内部充填物１４０は、接着力または粘着力を有して、充填後に架橋が行われる重
合体から形成されることが好ましい。このように充填後に架橋されることによって、有機
発光表示装置の強度特性を向上させることができる。
【００２２】
　このような内部充填物１４０としては、架橋されたオルガノポリシロキサン、アルケニ
ル基含有オルガノポリシロキサンおよび水素原子含有オルガノポリシロキサンを含む充填
材組成物などが挙げられる。
【００２３】
　本発明で用いられる架橋されたオルガノポリシロキサンは、多様なメカニズムで架橋さ
れるものを使用することができるが、本実施形態では、付加反応によって架橋されて生成
される化合物であることが好ましい。付加反応は、反応後に副生成物が生成せず、反応中
に使用される金属触媒が非常に少量であるため、有機発光素子に副反応がほとんど発生し
ないかまったく発生しない。また、金属触媒は、再使用することができる。
【００２４】
　オルガノポリシロキサンを付加反応ではなくラジカル反応または縮合反応で架橋するこ
ともできるが、ラジカル反応は、架橋のための開始剤の反応性が高いため、有機発光素子
に副反応が発生する可能性があり、縮合反応は、架橋後に副生成物が多量に生成する可能
性がある。
【００２５】
　本発明で用いられる架橋されたオルガノポリシロキサンは、アルケニル基含有オルガノ
ポリシロキサンと水素原子含有オルガノポリシロキサンとの付加反応で架橋されて生成す
る化合物であることが好ましい。
【００２６】
　ここで、前記アルケニル基含有オルガノポリシロキサンは、オルガノポリシロキサンの
置換基のうちの少なくとも１つがアルケニル基であることを意味し、水素原子含有オルガ
ノポリシロキサンは、オルガノポリシロキサンの両末端に水素原子を含むことを意味する
。
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【００２７】
　付加反応において混合されるアルケニル基含有オルガノポリシロキサンと水素原子含有
オルガノポリシロキサンとの混合比は、１：９～９：１（質量比）であることが好ましい
。
【００２８】
　前記のような混合比で含まれる場合に、十分な架橋結合が生成され、それによって内部
充填物の接着力、粘着力、および機械的物性が達成される。
【００２９】
　付加反応は、好ましくは８０～１５０℃の温度で、３０～６０分行われることが好まし
い。
【００３０】
　アルケニル基含有オルガノポリシロキサンおよび水素原子含有オルガノポリシロキサン
は、常温で安定しているため、付加反応の前に、物質の活性化のために加熱する段階が必
要となる。前記の温度範囲で加熱することによって、反応物を活性化しながらも、有機発
光素子の他の層には影響が及ばない。
【００３１】
　付加反応は、金属触媒の存在下で行われる。使用される金属触媒としては、例えば、白
金（Ｐｔ）単体、亜鉛（Ｚｎ）単体、錫（Ｓｎ）単体などが挙げられる。前述したように
、金属触媒は、非常に少量だけ使用されても十分な付加反応を行うことができ、再使用す
ることができる。
【００３２】
　アルケニル基含有オルガノポリシロキサンとしては、下記化学式１で表される化合物が
好ましい。
【００３３】
【化１】

【００３４】
　前記化学式１中、Ｒ１～Ｒ１２はそれぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直鎖状
もしくは分枝状のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、炭
素数６～１８のアリール基、炭素数５～１７のヘテロアリール基、または炭素数２～６の
直鎖状もしくは分枝状のアルケニル基であり、この際、Ｒ１～Ｒ１２のうち少なくとも１
つは炭素数２～６の直鎖状もしくは分枝状のアルケニル基であり、ｎ、ｍ、およびｏは、
それぞれ独立して、０～２０の整数であり、かつ、ｎ、ｍ、およびｏは同時に０ではない
。
【００３５】
　炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルキル基の例としては、例えば、メチル基、
エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブ
チル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基などが挙げられる。
【００３６】
　炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基の例としては、例えば、メトキシ
基、エトキシ基、ｎ－プロピルオキシ基、イソプロピルオキシ基、ｎ－ブチルオキシ基、
イソブチルオキシ基、ｓｅｃ－ブチルオキシ基、ｔ－ブチルオキシ基、ｎ－ペンチルオキ
シ基、ｎ－ヘキシルオキシ基などが挙げられる。
【００３７】
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　炭素数６～１８のアリール基の例としては、例えば、フェニル基、ｏ－、ｍ－もしくは
ｐ－トリル基、２，３－もしくは２，４－キシリル基、メシチル、ナフチル基、アントリ
ル基、フェナントリル基、トリフェニレニル基、テトラセニル基、クリセニル基、ピレニ
ル基、ペンタセニル基、ピセニル基などが挙げられる。
【００３８】
　炭素数５～１７のヘテロアリール基の例としては、例えば、２－ピリジニル基、３－ピ
リジニル基、４－ピリジニル基、１－インドリル基、２－インドリル基、３－インドリル
基、４－インドリル基、５－インドリル基、６－インドリル基、７－インドリル基、１－
イソインドリル基、２－イソインドリル基、３－イソインドリル基、４－イソインドリル
基、５－イソインドリル基、６－イソインドリル基、７－イソインドリル基、２－ベンゾ
フラニル基、３－ベンゾフラニル基、４－ベンゾフラニル基、５－ベンゾフラニル基、６
－ベンゾフラニル基、７－ベンゾフラニル基、１－イソベンゾフラニル基、３－イソベン
ゾフラニル基、４－イソベンゾフラニル基、５－イソベンゾフラニル基、６－イソベンゾ
フラニル基、７－イソベンゾフラニル基、キノリル基、３－キノリル基、４－キノリル基
、５－キノリル基、６－キノリル基、７－キノリル基、８－キノリル基、１－イソキノリ
ル基、３－イソキノリル基、４－イソキノリル基、５－イソキノリル基、６－イソキノリ
ル基、７－イソキノリル基、８－イソキノリル基、２－キノキサリニル基、５－キノキサ
リニル基、６－キノキサリニル基、１－カルバゾリル基、２－カルバゾリル基、３－カル
バゾリル基、４－カルバゾリル基、９－カルバゾリル基、１－フェナントリジニル基、２
－フェナントリジニル基、３－フェナントリジニル基、４－フェナントリジニル基、６－
フェナントリジニル基、７－フェナントリジニル基、８－フェナントリジニル基、９－フ
ェナントリジニル基、１０－フェナントリジニル基、１－アクリジニル基、２－アクリジ
ニル基、３－アクリジニル基、４－アクリジニル基、９－アクリジニル基、１－フェナジ
ニル基、２－フェナジニル基、１－フェノチアジニル基、２－フェノチアジニル基、３－
フェノチアジニル基、４－フェノチアジニル基、１０－フェノチアジニル基、１－フェノ
キサジニル基、２－フェノキサジニル基、３－フェノキサジニル基、４－フェノキサジニ
ル基、１０－フェノキサジニル基などが挙げられる。
【００３９】
　炭素数２～６の直鎖状もしくは分枝状のアルケニル基の例としては、例えば、ビニル基
、アリル基、１－プロペニル基、イソプロペニル基、２－ブテニル基、１，３－ブタジエ
ニル基、２－ペンテニル基、２－ヘキセニル基等が挙げられる。
【００４０】
　また、上記化学式１で表される化合物の分子量は、２００～１０００であることが好ま
しい。
【００４１】
　アルケニル基含有オルガノポリシロキサンに存在するアルケニル基が架橋のための付加
反応に関与する。
【００４２】
　水素原子含有ポリオルガノシロキサンとしては、下記化学式２で表される化合物が好ま
しい。
【００４３】
【化２】

【００４４】
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　前記化学式２中、Ｒ１３～Ｒ２２はそれぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直鎖
状もしくは分枝状のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、
炭素数６～１８のアリール基、または炭素数５～１７のヘテロアリール基であり、ｐ、ｑ
、およびｒは、それぞれ独立して０～２０の整数であり、かつ、ｐ、ｑ、およびｒは同時
に０ではない。
【００４５】
　この化学式２で用いられる炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルキル基、炭素数
１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、炭素数６～１８のアリール基、または炭
素数５～１７のヘテロアリール基の具体的な例は、上記化学式１で説明したものと同様で
あるので、ここでは説明を省略する。
【００４６】
　また、上記化学式２で表される化合物の分子量は、２００～１０００であることが好ま
しい。
【００４７】
　水素原子含有オルガノポリシロキサンに存在する両末端の水素原子が架橋のための付加
反応に関与する。
【００４８】
　下記反応式１は、付加反応によって架橋されたオルガノポリシロキサンの生成を説明す
るための一例である。
【００４９】
【化３】

【００５０】
　内部充填物１４０は、封止部材１３０の内側に好ましくは１００～３００μｍ離隔して
形成される。このように離隔して形成されることによって、封止部材１３０の硬化時に発
生する熱によって内部充填物１４０が変形するのを防止することができる。
【００５１】
　本発明の他の形態においては、アルケニル基含有オルガノポリシロキサンおよび水素原
子含有オルガノポリシロキサンを含む有機発光表示装置の封止用の充填材組成物を提供す
る。
【００５２】
　前記アルケニル基含有オルガノポリシロキサンと前記水素原子含有オルガノポリシロキ
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サンとの混合比は、１：９～９：１（質量比）であることが好ましく、５：１～９：１（
質量比）であることがより好ましい。
【００５３】
　前記の範囲を満たすことによって、十分な架橋結合が生成され、それによって内部充填
物の接着力、粘着力、および機械的物性が向上する。
【００５４】
　充填材組成物に用いられる前記アルケニル基含有オルガノポリシロキサンとしては、下
記化学式１で表される化合物が好ましい。
【００５５】
【化４】

【００５６】
　前記化学式１中、Ｒ１～Ｒ８は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直鎖状
もしくは分枝状のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基、炭
素数６～１８のアリール基、炭素数５～１７のヘテロアリール基、または炭素数２～６の
直鎖状もしくは分枝状のアルケニル基であり、この際、Ｒ１～Ｒ１２のうち少なくとも１
つは炭素数２～６のアルケニル基であり、ｎ、ｍ、およびｏは、それぞれ独立して、０～
２０の整数であり、かつ、ｎ、ｍ、およびｏは同時に０ではない。
【００５７】
　アルケニル基含有オルガノポリシロキサンに存在するアルケニル基が架橋のための付加
反応に関与する。
【００５８】
　また、上記化学式１で表される化合物の分子量は、２００～１０００であることが好ま
しい。
【００５９】
　充填材組成物に用いられる水素原子含有オルガノポリシロキサンとしては、下記化学式
２で表される化合物が好ましい。
【００６０】
【化５】

【００６１】
　前記化学式２中、Ｒ１３～Ｒ２２は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～６の直
鎖状もしくは分枝状のアルキル基、炭素数１～６の直鎖状もしくは分枝状のアルコキシ基
、炭素数６～１８のアリール基、または炭素数５～１７のヘテロアリール基であり、ｐ、
ｑ、およびｒは、それぞれ独立して０～２０の整数であり、かつ、ｐ、ｑ、およびｒは同
時に０ではない。
【００６２】
　水素原子含有オルガノポリシロキサンに存在する両末端の水素原子が、架橋のための付
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加反応に関与する。
【００６３】
　また、上記化学式２で表される化合物の分子量は、２００～１０００であることが好ま
しい。
【００６４】
　上記のような有機発光表示装置の製造方法の一例を挙げると、まず、基板１００を用意
し、基板１００上に第１電極（カソード電極）、発光層、および第２電極（アノード電極
）を備えた有機発光素子を含む有機発光素子アレイ１１０を形成する。
【００６５】
　その後、封止基板１２０上に、前記有機発光素子アレイ１１０の外周部分に対応するよ
うに封止部材１３０を形成した後、封止部材１３０の内側に好ましくは１００～３００μ
ｍで離隔されるように架橋されたオルガノポリシロキサンまたはアルケニル基含有オルガ
ノポリシロキサンおよび水素原子含有オルガノポリシロキサンを含む充填材組成物を含む
内部充填物１４０の層を形成する。
【００６６】
　この時、封止部材１３０の層および内部充填物１４０の層は、封止基板１２０上に蒸着
、印刷、または滴下などの方法で塗布または形成され、その後に基板１００および封止基
板１２０を合着させる。前記封止部材１３０の層の厚みは、３～３０μｍであることが好
ましい。また、前記内部充填物１４０の層の厚みは、３～３０μｍであることが好ましい
。
【００６７】
　合着された有機発光表示装置の封止部材１３０は、レーザまたはＵＶを照射して硬化さ
せ、形成された有機発光表示装置を熱チャンバーに入れて充填材組成物を硬化させて、内
部充填物１４０の層を形成させる。
【実施例】
【００６８】
　以下、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は下記の実施例に限定
されるものではない。
【００６９】
　（実施例）
　有機発光素子が形成された、ポリシリコンＴＦＴ基板を用意した。前記のポリシリコン
ＴＦＴ基板上にカソード電極としてＡｌを使用して形成し、アノード電極としてＡｇを使
用して形成し、有機発光素子は低分子有機膜を使用して形成した。
【００７０】
　低分子有機膜は、正孔注入層（ＨＩＬ：Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）
、正孔輸送層（ＨＴＬ：Ｈｏｌｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ）、発光層（ＥＭＬ
：Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）、および電子注入層（ＥＩＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉ
ｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）を多層構造に積層して形成した。正孔注入層は銅フタロ
シアニン（ＣｕＰｃ：ｃｏｐｐｅｒ　ｐｈｔｈａｌｏｃｙａｎｉｎｅ）を、正孔輸送層は
Ｎ，Ｎ－ジ（ナフタレン－１－イル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ベンジジン（Ｎ，Ｎ’－
ｄｉ（ｎａｐｈｔｈａｌｅｎ－１－ｙｌ）－Ｎ，Ｎ’－ｄｉｐｈｅｎｙｌ－ｂｅｎｚｉｄ
ｉｎｅ：ＮＰＢ）を、発光層はトリス－８－ヒドロキシキノリンアルミニウム（ｔｒｉｓ
－８－ｈｙｄｒｏｘｙｑｕｉｎｏｌｉｎｅ　ａｌｕｍｉｎｕｍ、Ａｌｑ３）を、それぞれ
有機材料として使用した。また、電子注入層は、ＬｉＦを使用した。
【００７１】
　この低分子有機膜は、真空蒸着法で形成した。この時、正孔注入層、正孔輸送層、およ
び電子注入層などは共通層であり、赤、緑、青色のピクセルに共通で適用される。したが
って、これらの共通層は、対向電極のようにピクセル全体を覆うように形成される。
【００７２】
　その後、製造した有機発光素子を含む有機発光素子アレイを形成した。
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【００７３】
　封止基板上に、製造した有機発光素子アレイの外周部分と対応するように封止部材の層
を形成した。封止部材としては、無機の封止部材であるフリット（種類：Ｂｉ系、Ｖ系、
ＰｂＯ系）を使用した。
【００７４】
　封止部材の内側に、２００μｍで離隔されるように充填材組成物の層を形成した。使用
された充填材組成物は、アルケニル基含有オルガノポリシロキサンで分子量が４８２．６
の物質（上記化学式１中の、Ｒ１がメチル基であり、Ｒ２がメチル基であり、Ｒ３がメチ
ル基であり、Ｒ４がメチル基であり、Ｒ５がメチル基であり、Ｒ６がビニル基であり、Ｒ
７がメチル基であり、Ｒ８がメチル基であり、Ｒ９がメチル基であり、Ｒ１０がメチル基
であり、Ｒ１１がメチル基であり、Ｒ１２がビニル基であり、ｎが１であり、ｍが２であ
り、ｏが１である化合物）および水素原子含有オルガノポリシロキサンで分子量が４３０
．６の物質（上記化学式２中の、Ｒ１３がメチル基であり、Ｒ１４がメチル基であり、Ｒ
１５がメチル基であり、Ｒ１６がメチル基であり、Ｒ１７がメチル基であり、Ｒ１８がメ
チル基であり、Ｒ１９がメチル基であり、Ｒ２０がメチル基であり、Ｒ２１がメチル基で
あり、Ｒ２２がメチル基であり、ｐが１であり、ｑが２であり、ｒが１である化合物）を
含み、両物質の混合比は９：１であった。
【００７５】
　封止部材の層および充填材組成物の層は、無アルカリガラスからなる封止基板上にディ
スペンサーを利用して塗布し、その後に基板および封止基板を合着させ、有機発光表示装
置を完成させた。
【００７６】
　合着した有機発光表示装置内にある封止部材をＵＶ照射して硬化させ（照射量：６００
０ｍＪ／ｃｍ２）、形成された有機発光表示装置を熱チャンバーに入れて８０℃で１時間
硬化して、内部充填物の層を形成した。内部充填物の層の厚さは１０μｍであった。
【００７７】
　（比較例）
　内部充填物の層を形成する段階を行わなかったことを除いては、実施例と同様に有機発
光表示装置を製造した。
【００７８】
　（評価）
　上記実施例および比較例で製造した有機発光表示装置の強度を測定した。
【００７９】
　測定方式は、インストロン社製の装置を使用して、３ｍｍ／ｍｉｎの速度で加圧して測
定した。機械的強度を評価する装置として、３点曲げ試験を使用した。
【００８０】
　データの信頼性のために、実験サンプルとして実施例および比較例を、それぞれ２０個
ずつ作製して実験した。
【００８１】
　結果を、下記表１および図２に示す。
【００８２】
【表１】
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【００８３】
　前記表１から分かるように、実施例が比較例に比べて平均で５１％の強度増加率を示し
、強度が低く測定された下位１０％のサンプルでも、実施例が比較例に比べて３１％程度
強度が向上したことが測定された。
【００８４】
　図２は、上記表１の有機発光表示装置の強度の評価結果を詳細に示すグラフである。
【００８５】
　ｘ軸は比較例および実施例の区分を示し、ｙ軸は３点曲げ試験を使用して測定した強度
を示す。
【００８６】
　グラフにおいて、四角形は比較例および実施例それぞれ２０個のサンプルの範囲を示し
、中心線は平均値を示し、中心点は中央値を示す。
【００８７】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されるもの
ではなく、特許請求の範囲、発明の詳細な説明、および添付した図面の範囲内で多様に変
形して実施することが可能であり、これらも本発明の範囲に属する。
【符号の説明】
【００８８】
１００　　　基板、
１１０　　　有機発光素子アレイ、
１２０　　　封止基板、
１３０　　　封止部材、
１４０　　　内部充填物。

【図１】

【図２】
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